




英国では、外国語学習離れが深刻な問題となっている。教育技能省（DfES : Department for Edu-
cation and Skills）の統計によると、2002年に中等教育修了一般資格試験（GCSE : General Certificate
of Secondary Education）を受験した 15～16歳（義務教育最終学年）のうち、外国語を受験した



























ラテジー」‘Languages for All : Languages for Life’には、「21世紀の知的社会において、外国語能
力と異文化理解能力は任意選択すべきものではなく、21世紀の市民として必要不可欠なもので















2002年 10月当事務所作成の RSN調査企画書（2002）から、調査目的 5点を引用する。
（1）現行の初等外国語教育の実態を全般的に調査し、特に日本語教育および日本語学習の現状
を調査する。






21 Education（以下、Japan 21）、School of Education University of Nottingham（以下、ノッテ
ィンガム大学）といった支援機関の知名度を高め、その役割を強化する。






本調査協力機関の Japan 21は、1991年のジャパンフェスティバルを機に翌年 1992年に設立さ
れた非営利の日英文化交流団体で、日英の学校間ネットワーク構築や初中等教育での日本学習を
支援している。またノッティンガム大学は、1993年に PGCE（Postgraduate Certificate in Educa-
tion：学士号取得者向け一年間の大学院課程教員資格コース）を設け、今日までに多くの日本語
教師を輩出している。
表 1 第一期 RSN（調査）プロジェクト：調査担当機関および調査内容
4．第一期RSN（調査）プロジェクト：調査結果概要



















































（1）1993年から 2003年までの日本語 PGCE取得者の総数は 34名だが、そのうち半数強の 18
名が現在、英国の中等教育機関で日本語を教えている。































本語を始めた当初、生徒たちの両親や教育水準保証機構 Ofsted（Office for Standards in Education）




















第二点目の調査は、2003年 9月英国全土の小学校約 2万 5千校に対して実施した郵送アンケ
ート調査である。これは、初等日本語教育実施状況および日本語教育への関心の有無を全国規模
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（2）小学校主導 「日本学習型」



















上記 5つのモデルで初等日本語教育実施校 41校を分類すると下記表 2にまとめられる。
表 2 初等日本語教育実施形態モデル分類
初等日本語教育実施形態モデル 学校数 計 41校





































































国際交流基金 日本語教育紀要 第 1号（2005年）
－ 226－
（4）模範的日本語教育を普及させる。
訪問校の授業ビデオクリップは、調査協力校に CD－ROMの形で配布し、2004年 3月の CiLT



































「初等日本語コース Ready Steady NihonGO! Course」（以下、RSNコース）策定を Japan 21との
共同プロジェクトの形で開始した。




























































（2）イングランドの義務教育（11年間）は下記表 3のように 4つの段階（Key Stage）に分けられている。
表 3 イングランドの義務教育（キーステージ）
（3）CiLT（The National Centre for Languages）全セクターの外国語教育に係わる研究調査や教師トレーニングを
行なう政府認定機関。













（11）Nacell（National Advisory Centre on Early Language Learning）1999年教育技能省により CiLT内に設立され
た年少者への外国語教育支援組織
（12）外国語学習の中の異文化教育指針として以下の 3点が記載されている。（National Curriculum for England
URL参照）
Pupils can be taught about other countries and cultures by :
a working with authentic materials including some from ICT-based sources
b considering their own culture and comparing it with others
c considering the experiences of other people.
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